
 
 

第 ２ 回 静 岡 市 文 化 振 興 審 議 会 

 

日時：令和７年８月２６日（火） 午後２時００分～ 

会場：静岡市産学交流センター B-nest ７階 会議室１  

 

次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

静岡市文化振興計画 前期実施計画 令和６年度事業実施評価 総括書について  

３ 事務連絡 

4 閉 会 
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改善すべき点・今後の事業に期待すること評価できる点４つの視点基本目標
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◆まちかどコンサートやまち劇スポットは、まちなかや市民に身近な施
設等のオープンスペースにおいて誰でも気軽に質の高い文化に触れる
ことができる機会を提供しており、高く評価できる。文化施設の物理的・
経済的バリアを低減するだけではなく、開催場所を工夫することで、周
辺施設の来館者増や客層の新規開拓などに繋げていきたい。

◆「ラウドヒル計画」のような市民参加型舞台公演事業は、世代や障がい
の有無を超えて多様な市民が参加し、舞台創造を体験する貴重な実践
の場として、高く評価できる。“市民が主役”となるモデル事業でもあり、
「まちは劇場」施策の一つの象徴とも言える取り組みである。

◆静岡市歴史博物館の「江戸東京博物館展」は、Quizknockとコラボし
た内容で、徳川家康公の築いた江戸の文化と街並みをクイズ形式で分
かりやすく学べる好企画だった。日頃、館に足を運ばない層や歴史に興
味関心の薄い人の来館に繋がるよう、他分野とのコラボを積極的に
行ったり、施設の一部を開かれた会場として活用するなど工夫した取り
組みを継続していく。

◆令和元年度からスタートした「静岡市プラモデル化計画」は、官民連携
による地方創生事業として「プラモデルのまち 静岡」を全国にPRとま
ちなかの活性化に大きな役割を果たしており評価できる。プラモニュメ
ントの増設も順調に進み、２０２４年までに数々のデザイン・広告賞を受
賞していることから、今後も効果的な取り組みを継続していく。

◆「静岡まつり」、「清水みなと祭り」、「安倍川花火大会」、「大道芸ワールド
カップ」などは、天候に左右されることもあるが、静岡を代表する市民イベ
ントである。今後、異常気象の影響を受けるイベントは益々増えて行く可能
性が高いが、入場者数に一喜一憂することなく、安定した開催に向け地元
や企業の協力を得ながら継続していくことを期待する。

◆史跡久能山保存修理事業や史跡小島陣屋敷保存整備事業など文化財の
整備に関する事業が進んているが、整備完了後は、文化財としての価値向
上に留まらず文化観光としてのコンテンツとして、周辺を含めた活用方法
を検討するなど発展的な取り組みを期待したい。

◆ストリートピアノは、公共空間への提供がメインとなっているが、「公園」
や「屋外施設」のような「新しい楽しみ方」ができる設置場所やメーカーの
プロモーションに繋がる常設の展示場所など変化に富んだ視点での展開
を期待したい。また、保守の観点からグランドピアノのみならず音量の調
節が可能な電子ピアノなど環境に柔軟に対応できる楽器の設置も検討し
ていくことが望ましい。

◆ A級順位戦最終局は、駿府城・浮月楼・徳川家康公・名人戦というス
トーリーを結びつけ、徳川慶喜公ゆかりの浮月楼で開催することでイベン
トの価値を高めている。回を重ねるごとに市内・県内外の将棋ファンに浸
透していることから、イベント参加者が周辺観光地を周遊できる仕組みづ
くりや同時期に開催している他のイベントと連携することで相乗効果を高
める取り組みを検討していく。

◆中勘助文学記念館や芹沢銈介美術館では、チラシの構成やビジュアル
デザイン、企画内容の明確性などにおいて、市民や来訪者にとって魅力的
な情報発信が実践されており高く評価したい。

全体評価

◆親子コンサート事業は、幼少期からの文化体験を提供する事業であり、
長期的視点での文化振興策として意義があると感じている。一方で、市
内文化施設において、親子室の設備が充実している施設が少ない。音響
設備を含む技術的仕様の向上と、利用者のニーズに応じた空間設計が必
要である。

◆「お茶の学校」のような文化資源や地域資源における人材育成事業は、
参加人数の多少ではなく、事業の質や参加者の熱意において評価し、継
続して啓発し ていく仕組みが必要である。市民のみならず県外からの移
住者が静岡市の魅力に触れ、継承者として関わっていけるような土台づ
くりに期待したい。

◆海外プロモーション事業の戦略性については、現状、単なる「情報の発
信」にとどまっている印象を受ける。単なる告知や紹介を超え、現地の文
化的嗜好や産業特性に即したアプローチや現地クリエイターや文化関係
者とのコラボレーション、共同企画による「共創的文化発信」が求められる。

◆第２期静岡市文化振興計画 令和６年度事業実施評価に基づき、今後の文化事業の展開に求められる要素を以下のとおり整理して総括としたい。
①静岡市の多彩な資源の継承と担い手の育成に向けた取り組み
近年の気候変動や人口減少など変動する社会情勢の中で、静岡市に根付く地域のまつり・文化財などの文化資源や、地域の産業等における担い手を絶やすことなく継承していく取り組みが
求められる。文化資源の活用と継承においては、地元や企業と協働し、新しい視点とアイディアで事業を展開していくことを期待したい。また、地域の産業等における担い手育成事業におい
ては、地域資源の本質的な価値を大切にし、市民のみならず県外移住者向けのＰＲやアーティスト・イン・レジデンス等を取り入れた効果的な実施方法を検討していくことが望ましい。
②他事業・他分野との連携による二次的効果の創出
昨今、文化は単に鑑賞するものではなく、地域課題を解決するひとつのツールとして、地域の特性やアーティストの創造力を取り入れながら事業を展開していくことが期待されている。静岡
市においても１つの文化事業を多面的・多角的に他事業・多分野の取り組みと連携させることで、二次的効果を生み出すような仕立てを検討していくことが望ましい。

◆駿府匠宿は、観光、ショッピング、展示鑑賞ができる複合スポットとし
て、多くの観光客が訪れ、近隣に温浴施設もでき、エリアとしての魅力が
増している。染色や竹細工、陶芸など駿河の伝統工芸を誰でも手軽に体
験できる貴重な機会を創出している点が評価できる。

◆ストレンジシード開催事業では、見慣れた街の風景を舞台にした
パフォーマンスが繰り広げられ、サードプレイスの増加につながっている
点が評価できる。


